
運航フェーズにおける航空管制運航情報官の業務概要（※東京国際空港から奄美空港への飛行の場合）

【飛行場情報業務】

○国土交通大臣が設置管理する空港及び共用空港に
おいて、飛行場面の点検や空港制限区域内の立入、
駐機場（スポット）の調整、野生動物衝突防止
対策などを実施。

【対空援助業務】

○空港に離着陸する航空機や飛行中の航空機に
対して、安全運航のために必要な交通情報、
航空情報、空港に関する情報及び気象情報等
を無線電話により提供。

【運航援助情報業務】

○航空機の安全運航に必要な航空情報やATIS情報
の提供、発着調整、飛行計画の審査、外国航空
機の立入検査（ﾗﾝﾌﾟｲﾝｽﾍﾟｸｼｮﾝ）等を実施。

○航空機の運航監視を通じて、捜索救難に関する
救難機関との調整等を実施。

業務 出発（準備を含む） 飛行中 到着

運航援助情報業務
【FAIB】

〇発着調整
〇飛行計画の審査・受理
〇航空情報やATIS情報の提供等
〇運航関係許可事務など

〇航空機の運航監視
〇捜索救難の調整等
〇航空事故調査への援助

〇到着通知の確認（運航監視終了）
○外国航空機への立入検査

対空援助業務
【対空センター・FSC】

飛行中の航空機に対する安全運航のため
に必要な交通情報、航空情報の提供等

空港及びその周辺を飛行する航空機に対
する管制通報の伝達及び離着陸に必要な
情報の提供

飛行場情報業務
【空港事務所】

〇滑走路等飛行場面点検
〇空港制限区域内の立入
〇駐機場（スポット）の調整など

（※）FAIB（Flight & Airport Information BASE）、対空センター及びFSC（Flight Service Center）とは、空港事務所における航空管制運航情報官の業務実施体制を示すものです。


